
　
　

名
誉
教
授
の
米
倉
亜
州
夫

名
誉
教
授
の
米
倉
亜
州
夫
氏

ら
が
中
心
と
な
っ

ら
が
中
心
と
な
っ
て
　
年
７

1111

月
に
設
立
し
た
同
会
の
歩

月
に
設
立
し
た
同
会
の
歩
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
予

防
保
全
の
重
要
性
な
ど
を

防
保
全
の
重
要
性
な
ど
を
強

調
し
、
同
会
の
活
動
に
よ

調
し
、
同
会
の
活
動
に
よ
っ

向
上
を
目
指
し
て
頑
張
る

向
上
を
目
指
し
て
頑
張
る
」

と
決
意
表
明
し
た

と
決
意
表
明
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
は
十
河

　
ま
た
、
終
了
後
は
十
河
氏

が
特
別
講
演
に
立
ち
、
「

が
特
別
講
演
に
立
ち
、
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
こ

ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
こ
れ

か
ら
」
を
披
露
。
広
島
大

か
ら
」
を
披
露
。
広
島
大
学

長
が
　
数
年
間
継
続
し
て

数
年
間
継
続
し
て
き

1010

た
広
島
で
の
単
身
赴
任
生

た
広
島
で
の
単
身
赴
任
生
活

を
解
消
し
、
関
東
の
家
族

を
解
消
し
、
関
東
の
家
族
の

も
と
に
帰
る
こ
と
に
伴
い

も
と
に
帰
る
こ
と
に
伴
い
、

竹
田
宣
典
氏
が
新
会
長
に

竹
田
宣
典
氏
が
新
会
長
に
就

任
し
た
ほ
か
、
新
会
長
を

任
し
た
ほ
か
、
新
会
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る

ポ
ー
ト
す
る
２
人
目
の
副

人
目
の
副
会

長
と
し
て
江
良
和
徳
氏
（

長
と
し
て
江
良
和
徳
氏
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
）
を
選
出

協
会
）
を
選
出
。

十
河
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍

　
十
河
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
活
動

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
活
動
を

継
続
で
き
た
の
は
皆
様
の

継
続
で
き
た
の
は
皆
様
の
お

か
げ
。
こ
れ
か
ら
は
通
い

か
げ
。
こ
れ
か
ら
は
通
い
で

の
活
動
と
な
る
が
、
今
後

の
活
動
と
な
る
が
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
竹

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
竹
田

新
会
長
は
、
「
メ
ン
テ
ナ

新
会
長
は
、
「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
代
で
診
断
士
の
役
割

ス
時
代
で
診
断
士
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
さ

ら
な
る
活
動
の
拡
大
や
地

ら
な
る
活
動
の
拡
大
や
地
位

さ
つ
で
十
河
会
長
は
、
「

さ
つ
で
十
河
会
長
は
、
「
昨

年
度
も
約

年
度
も
約
２
カ
月
に

カ
月
に
１
回
の

定
例
会
を
は
じ
め
、
広
島

定
例
会
を
は
じ
め
、
広
島
市

や
中
国
地
方
整
備
局
へ
の

や
中
国
地
方
整
備
局
へ
の
講

師
派
遣
、
中
国

師
派
遣
、
中
国
５
県
の
診

県
の
診
断

士
会
合
同
に
よ
る
講
習
会

士
会
合
同
に
よ
る
講
習
会
や

整
備
局
と
の
意
見
交
換

整
備
局
と
の
意
見
交
換
な

ど
、
充
実
し
た
活
動
が
で

ど
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
」
と
述

を
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ

た
。議

事
で
は
、
診
断
士
の

　
議
事
で
は
、
診
断
士
の
技

術
向
上
や
情
報
交
換
、
地

術
向
上
や
情
報
交
換
、
地
位

向
上
な
ど
を
目
指
し
て
取

向
上
な
ど
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
組
ん
だ
　
年
度
事
業
報
告

年
度
事
業
報
告
及

2323

び
収
支
決
算
書
を
原
案
通

び
収
支
決
算
書
を
原
案
通
り

承
認
す
る
と
と
も
に
、
こ

承
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
継
続
を
盛
り

ら
の
事
業
の
継
続
を
盛
り
込

ん
だ
　
年
度
事
業
計
画
案

年
度
事
業
計
画
案
・

2424

予
算
案
な
ど
を
決
定
し
た

予
算
案
な
ど
を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
十
河

　
役
員
改
選
で
は
、
十
河
会

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会

断
士
会
は
　
日
、
広
島
市

日
、
広
島
市
中

1111

区
で
区
で
第
　

回
総
会
を
開

回
総
会
を
開
催

1414

し
、
各
議
案
を
慎
重
審
議

し
、
各
議
案
を
慎
重
審
議
の

末
に
承
認
し
た
ほ
か
、

末
に
承
認
し
た
ほ
か
、
２
０

１
９
１
９
年
度
か
ら

年
度
か
ら
５
年
間
に

年
間
に
渡

っ
て
会
長
を
務
め
た
十
河

っ
て
会
長
を
務
め
た
十
河
茂

幸
氏
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ

幸
氏
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー

ト
研
究
会
）
の
勇
退
が

ト
研
究
会
）
の
勇
退
が
決

定
。
新
会
長
に
は
竹
田
宣

定
。
新
会
長
に
は
竹
田
宣
典

氏
（
広
島
工
業
大
学

氏
（
広
島
工
業
大
学
、
写
真
写
真
）

を
選
ん
だ

を
選
ん
だ
。

総
会
は
実
会
場
・
オ
ン

　
総
会
は
実
会
場
・
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

で
開
催
し
た
。
冒
頭
の
あ

で
開
催
し
た
。
冒
頭
の
あ
い

広島県コンク
リート診断士会

新
会
長
に
広
工
大
・
竹
田
氏氏氏

地
位
向
上
へ
活
動
継
続

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
同
改
修
に

　
工
事
概
要
＝
同
改
修
に
伴

う
電
気
設
備

う
電
気
設
備
工

工
期
＝

　
工
期
＝
同

　
「
同
機
械
設
備

「
同
機
械
設
備
」

参
加
資
格
＝
文
部
科
学

　
参
加
資
格
＝
文
部
科
学
省

の
管
工
事
が
Ａ
、
Ｂ
等
級

の
管
工
事
が
Ａ
、
Ｂ
等
級
、

岡
山
県
、
広
島
県
内
に

岡
山
県
、
広
島
県
内
に
本

店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所

店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を

有
す
る
こ
と
。

年
度
以

有
す
る
こ
と
。　

年
度
以
降

0909

に
完
成
・
引
渡
し
が
完
了

に
完
成
・
引
渡
し
が
完
了
し

た
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

た
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、

Ｓ
造
で
、
施
工
面
積
が

Ｓ
造
で
、
施
工
面
積
が
１
棟

１
５
０
０

１
５
０
０
釈
以
上
の
校
舎

以
上
の
校
舎
、

研
究
施
設
、
庁
舎
、
病
院

研
究
施
設
、
庁
舎
、
病
院
、

診
療
所
の
機
械
設
備
工
事

診
療
所
の
機
械
設
備
工
事
に

か
か
る
新
営
、
全
面
改
修

か
か
る
新
営
、
全
面
改
修
工

事
の
元
請
施
工
実
績
を
有

事
の
元
請
施
工
実
績
を
有
す

る
―
な

る
―
な
ど

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
同
改
修
に

　
工
事
概
要
＝
同
改
修
に
伴

う
機
械
設
備

う
機
械
設
備
工

工
期
＝

　
工
期
＝
同

建
築
面
積

建
築
面
積
９
９
８

９
９
８
釈
）
の
）
の
東

半
分
の
改
修
（
改
修
延
べ

半
分
の
改
修
（
改
修
延
べ
面

積
２
５
５
０

２
５
５
０
釈
）

工
期
＝

年

　
工
期
＝
　
年
２
月
　
日

2525

2828

　
「
同
電
気
設
備

「
同
電
気
設
備
」

参
加
資
格
＝
文
部
科
学

　
参
加
資
格
＝
文
部
科
学
省

の
電
気
工
事
が
Ａ
、
Ｂ

の
電
気
工
事
が
Ａ
、
Ｂ
等

級
、
岡
山
県
、
広
島
県
内

級
、
岡
山
県
、
広
島
県
内
に

本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業

本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所

を
有
す
る
こ
と
。

年
度

を
有
す
る
こ
と
。　

年
度
以

0909

降
に
完
成
・
引
渡
し
が
完

降
に
完
成
・
引
渡
し
が
完
了

し
た
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

し
た
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、

Ｓ
造
で
、
施
工
面
積
が

Ｓ
造
で
、
施
工
面
積
が
１
棟

１
５
０
０

１
５
０
０
釈
以
上
の
校
舎

以
上
の
校
舎
、

研
究
施
設
、
庁
舎
、
病
院

研
究
施
設
、
庁
舎
、
病
院
、

診
療
所
の
電
気
設
備
工
事

診
療
所
の
電
気
設
備
工
事
に

か
か
る
新
営
、
全
面
改
修

か
か
る
新
営
、
全
面
改
修
工

事
の
施
工
実
績
を
有
す
る

事
の
施
工
実
績
を
有
す
る
―

な
ど

参
加
資
格
＝
文
部
科
学

　
参
加
資
格
＝
文
部
科
学
省

の
建
築
一
式
工
事
が
Ａ
、

の
建
築
一
式
工
事
が
Ａ
、
Ｂ

等
級
、
岡
山
県
、
広
島
県

等
級
、
岡
山
県
、
広
島
県
内

に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
。

所
を
有
す
る
こ
と
。
２
０
２
０
０

９
年
度
以
降
に
完
成
・
引

年
度
以
降
に
完
成
・
引
渡

し
が
完
了
し
た
Ｒ
Ｃ
造
、

し
が
完
了
し
た
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ

Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
造
で
、
施
工

Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
造
で
、
施
工
面

積
が
積
が
１
棟
１
５
０
０

１
５
０
０
釈
以
上

の
校
舎
、
研
究
施
設
、
庁
舎

の
校
舎
、
研
究
施
設
、
庁
舎
、

病
院
、
診
療
所
の
建
築
工

病
院
、
診
療
所
の
建
築
工
事

に
か
か
る
新
営
、
全
面
改

に
か
か
る
新
営
、
全
面
改
修

工
事
の
元
請
施
工
実
績
を

工
事
の
元
請
施
工
実
績
を
有

す
る
―
な

す
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
岡
山
市
北

　
工
事
場
所
＝
岡
山
市
北
区

津
島
中

津
島
中
３
―
１
―
１

工
事
概
要
＝
文
法
経

　
工
事
概
要
＝
文
法
経
２
号

館
（
Ｒ
Ｃ
造
地
上

館
（
Ｒ
Ｃ
造
地
上
５
階
建
階
建
延

べ
延
べ
面
積

べ
延
べ
面
積
５
０
７
０

５
０
７
０
釈
、

岡
山
大
学
は

日
、
一

　
岡
山
大
学
は
　
日
、
一
般

1313

競
争
入
札
で
「
岡
山
大

競
争
入
札
で
「
岡
山
大
学

（
津
島
）
総
合
研
究
棟
改

（
津
島
）
総
合
研
究
棟
改
修

Ⅱ
（
法
・
経
済
学
系
）
工
事

Ⅱ
（
法
・
経
済
学
系
）
工
事
」

と
関
連
の
設
備
工
事

と
関
連
の
設
備
工
事
２
件
を

公
告
し
た

公
告
し
た
。

い
ず
れ
も
申
請
書
な
ど

　
い
ず
れ
も
申
請
書
な
ど
必

要
書
類
を

要
書
類
を
６
月

日
ま
で

月
　
日
ま
で
受

2424

け
付
け
る
。
入
札
書
の
提

け
付
け
る
。
入
札
書
の
提
出

は
７
月

日
午
前

時
ま

月
　
日
午
前
　
時
ま
で

1616

1111

と
な
っ
て
お
り
、
翌

日

と
な
っ
て
お
り
、
翌
　
日
に

1717

開
札
す
る
。
落
札
決
定
に

開
札
す
る
。
落
札
決
定
に
は

総
合
評
価
方
式
（
実
績
評

総
合
評
価
方
式
（
実
績
評
価

型
）
を
採
用
す
る

型
）
を
採
用
す
る
。

各
工
事
の
参
加
資
格
、

　
各
工
事
の
参
加
資
格
、
概

要
等
は
次
の
通
り

要
等
は
次
の
通
り
。

　
「
岡
山
大
学
（
津
島
）
総

「
岡
山
大
学
（
津
島
）
総
合

研
究
棟
改
修
Ⅱ
（
法
・
経

研
究
棟
改
修
Ⅱ
（
法
・
経
済

学
系
）

学
系
）
」

岡山大学

総
合
研
究
棟
改
修
Ⅱ（
法
・
経
済
学
系
）
3
件

申
請
書
㮇
日
ま
で
受
付

24

最
優
秀
に
三
井
・
香
山
Ｊ

最
優
秀
に
三
井
・
香
山
Ｊ
ＶＶ

大 竹 市

道
の
駅
基
本
計
画
等
策
定
業

道
の
駅
基
本
計
画
等
策
定
業
務務

大
竹
市
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者
の
選
定
を
進
め
て
い
た
「
道
の
駅
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策

　
大
竹
市
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者
の
選
定
を
進
め
て
い
た
「
道
の
駅
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定

等
業
務
」
に
つ
い
て
、
三
井
共
同
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
香
山
建
築
研
究
所
Ｊ
Ｖ
を
特
定
し
た
。
業
務
の
提

等
業
務
」
に
つ
い
て
、
三
井
共
同
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
香
山
建
築
研
究
所
Ｊ
Ｖ
を
特
定
し
た
。
業
務
の
提
案

限
度
額
は

限
度
額
は
４
０
０
０

４
０
０
０
万
円
（
税
込
）
に
設
定
し
て
お
り
、
近
く
契
約
を
締
結
す
る
見
通
し
。
履
行
期
間
は

万
円
（
税
込
）
に
設
定
し
て
お
り
、
近
く
契
約
を
締
結
す
る
見
通
し
。
履
行
期
間
は
２
０
２
０
２

６
年
３
月

日
ま
で

月
　
日
ま
で
。

3131

事
業
は
、
国
道

　
事
業
は
、
国
道
２
号
沿
号
沿
い

に
位
置
す
る
小
方
地
区
の

に
位
置
す
る
小
方
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
し
て

ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
実

施
。

年
に
小
方
ケ
丘
に

施
。　

年
に
小
方
ケ
丘
に
移

1313

転
し
た
小
方
小
・
中
学
校

転
し
た
小
方
小
・
中
学
校
の

跡
地
約

跡
地
約
４
・
３

の
活
用

　
の
活
用
に

haha

向
け
た
取
り
組
み
の
一

向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

で
、
中
学
校
の
跡
地
約

で
、
中
学
校
の
跡
地
約
２
・

１

に
ス
ポ
ー
ツ
・
体
験

　
に
ス
ポ
ー
ツ
・
体
験
型

haha
の
道
の
駅
を
整
備
す
る

の
道
の
駅
を
整
備
す
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
、

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
、
同

Ｊ
Ｖ
の
ほ
か
に

Ｊ
Ｖ
の
ほ
か
に
１
者
が
参

者
が
参
加

表
明
書
を
提
出
。
今
月
上

表
明
書
を
提
出
。
今
月
上
旬

に
開
か
れ
た

に
開
か
れ
た
２
次
審
査
（

次
審
査
（
ヒ

ア
リ
ン
グ
）
で
、
提
案
内

ア
リ
ン
グ
）
で
、
提
案
内
容

を
審
査
し
、
総
合
点
数
の

を
審
査
し
、
総
合
点
数
の
結

果
に
基
づ
き
、
受
託
予
定

果
に
基
づ
き
、
受
託
予
定
者

を
選
定
し
た

を
選
定
し
た
。

業
務
で
は
、
基
本
構
想

　
業
務
で
は
、
基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
策
定
に
加

基
本
計
画
の
策
定
に
加
え

て
、
民
間
活
力
導
入
の
可

て
、
民
間
活
力
導
入
の
可
能

性
も
調
査
す
る
。
主
な
内

性
も
調
査
す
る
。
主
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
事
業
に
必

に
つ
い
て
は
、
事
業
に
必
要

な
各
種
調
査
・
分
析
、
基

な
各
種
調
査
・
分
析
、
基
本

方
針
の
設
定
、
民
間
事
業

方
針
の
設
定
、
民
間
事
業
者

へ
の
プ
レ
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

へ
の
プ
レ
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
実
施
、
利
用
者
等
の
合

の
実
施
、
利
用
者
等
の
合
意

形
成
、
施
設
整
備
計
画
・

形
成
、
施
設
整
備
計
画
・
事

業
計
画
の
検
討
等
を
行
い

業
計
画
の
検
討
等
を
行
い
、

事
業
全
体
の
構
想
・
計

事
業
全
体
の
構
想
・
計
画

（
案
）
を
取
り
ま
と
め
る

（
案
）
を
取
り
ま
と
め
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
施
設
の

　
こ
の
ほ
か
に
、
施
設
の
整

備
か
ら
維
持
管
理
・
運
営

備
か
ら
維
持
管
理
・
運
営
に

関
し
て
、
民
間
活
力
を
導

関
し
て
、
民
間
活
力
を
導
入

す
る
場
合
の
事
業
ス
キ
ー

す
る
場
合
の
事
業
ス
キ
ー
ム

や
効
果
な
ど
も
整
理
し
、

や
効
果
な
ど
も
整
理
し
、
官

民
連
携
の
事
業
実
施
の
可

民
連
携
の
事
業
実
施
の
可
能

性
を
判
断
す
る
。
検
討
の

性
を
判
断
す
る
。
検
討
の
際

に
は
晴
海
臨
海
公
園
と
の

に
は
晴
海
臨
海
公
園
と
の
一

体
管
理
の
可
能
性
も
視
野

体
管
理
の
可
能
性
も
視
野
に

入
れ
て
い
く

入
れ
て
い
く
。

現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、

年
度
末
ま

に
よ
る
と
、　

年
度
末
ま
で

2525

に
構
想
・
計
画
を
取
り
ま

に
構
想
・
計
画
を
取
り
ま
と

め
、
民
間
活
力
導
入
調
査

め
、
民
間
活
力
導
入
調
査
も

守
り
、
よ
り
良
い
国
づ

守
り
、
よ
り
良
い
国
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ

て
い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
整

備
局
の
使
命
。
そ
の
実
現

備
局
の
使
命
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
地
域
の
守
り

た
め
に
は
、
地
域
の
守
り
手

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

旧
・
復
興
作
業
を
迅
速
か

旧
・
復
興
作
業
を
迅
速
か
つ

的
確
に
実
施
、
被
害
の
拡

的
確
に
実
施
、
被
害
の
拡
大

防
止
や
二
次
災
害
の
防
止

防
止
や
二
次
災
害
の
防
止
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
「
地
域
の
安
全
安
心

べ
、
「
地
域
の
安
全
安
心
を

た
。
た
。
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
の
下

年
度
の
下
半

期
を
対
象
に
行
っ
た
災
害

期
を
対
象
に
行
っ
た
災
害
対

応
で
特
に
顕
著
な
功
績
が

応
で
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
っ
た
１
３
４

１
３
４
社
を
選
定
。

社
を
選
定
。
こ

の
う
ち
当
日
は
「
台
風
第

の
う
ち
当
日
は
「
台
風
第
７

号
」「
能
登
半
島
地
震
」
の

号
」「
能
登
半
島
地
震
」
の
復

旧
・
復
興
に
大
き
く
貢
献

旧
・
復
興
に
大
き
く
貢
献
し

た
　
社
（
う
ち

社
（
う
ち
４
社
欠
席

社
欠
席
）

2424
に
対
し
中
﨑
剛
局
長
か
ら

に
対
し
中
﨑
剛
局
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
た

謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

式
に
は
、
中
国
整
備
局

　
式
に
は
、
中
国
整
備
局
か

ら
中
﨑
局
長
を
は
じ
め
、

ら
中
﨑
局
長
を
は
じ
め
、
副

局
長
や
各
部
長
ら
が
出
席

局
長
や
各
部
長
ら
が
出
席
。

は
じ
め
に
中
﨑
局
長
が
受

は
じ
め
に
中
﨑
局
長
が
受
賞

者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
功

者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
功
績

を
称
え
つ
つ
感
謝
状
を
贈

を
称
え
つ
つ
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。
そ
の
後
、
あ
い
さ

し
た
。
そ
の
後
、
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
中
﨑
局
長
は
「

に
立
っ
た
中
﨑
局
長
は
「
今

年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

月
の
能
登
半
島
地
震
や

昨
年
昨
年
８
月
の
台
風
第

月
の
台
風
第
７
号
な

ど
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

ど
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激

甚
化
し
て
い
る
昨
今
、

甚
化
し
て
い
る
昨
今
、
復

中
国
地
方
整
備
局

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　1212

日
、
広
島
市
中
区
の
広
島

日
、
広
島
市
中
区
の
広
島
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
セ
ン
タ
ー
で

「
災
害
対
策
関
係
功
労
者

「
災
害
対
策
関
係
功
労
者
感

謝
状
贈
呈
式
」
を
開
催

謝
状
贈
呈
式
」
を
開
催
し

完
了
さ
せ
る
。

年
度
に

完
了
さ
せ
る
。　

年
度
に
事

2626

業
者
の
選
定
を
行
い
、

業
者
の
選
定
を
行
い
、　

～
2727

年
度
で
施
設
を
整
備

　
年
度
で
施
設
を
整
備
す

3030る
。
開
業
は

年
度
を
予

る
。
開
業
は
　
年
度
を
予
定

3131

し
て
い
る

し
て
い
る
。

て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
が

て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
」

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

引
き
続
き
の
支
援
と
協
力

引
き
続
き
の
支
援
と
協
力
を

求
め
た

求
め
た
。

今
回
の
表
彰
対
象
事
案

　
今
回
の
表
彰
対
象
事
案
は

▽
台
風
第

▽
台
風
第
７
号
（
和
歌

号
（
和
歌
山

県
、
県
、
８
月
）
▽
雪
害
（
中

月
）
▽
雪
害
（
中
国

地
方
地
方
、　

年

月
　
月
～
　
年
１

2323

1111

2424

月
）
▽
能
登
半
島
地
震
（

月
）
▽
能
登
半
島
地
震
（
石

川
県
、

川
県
、
１
月
）
月
）
。

表
彰
さ
れ
た

　
表
彰
さ
れ
た
１
３
４

１
３
４
社
は

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
対
し

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
対
し
情

報
収
集
及
び
提
供
を
行
い

報
収
集
及
び
提
供
を
行
い
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
で

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
で
災

害
の
拡
大
防
止
や
二
次
災

害
の
拡
大
防
止
や
二
次
災
害

の
未
然
防
止
に
尽
力
。

の
未
然
防
止
に
尽
力
。
ま

た
、
災
害
の
応
急
復
旧
に

た
、
災
害
の
応
急
復
旧
に
お

い
て
も
、
調
査
・
設
計
・

い
て
も
、
調
査
・
設
計
・
工

事
な
ど
で
大
き
く
貢
献
し

事
な
ど
で
大
き
く
貢
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
感
謝

（
感
謝

状
贈
呈
先
は
本
紙

状
贈
呈
先
は
本
紙
6
月
ɹ
日
1010

付
2
面
に
掲
載
）

面
に
掲
載
）
。

感謝状贈呈のもよう

き
、
経
営
事
項
審
査
結
果

き
、
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
に
お
け
る
建
築
一
式

知
書
に
お
け
る
建
築
一
式
工

事
の
点
数
が

事
の
点
数
が
８
５
０

８
５
０
点
以

上
。
そ
の
他
の
構
成
員
は

上
。
そ
の
他
の
構
成
員
は
、

建
築
工
事
の
ラ
ン
ク
が
Ａ

建
築
工
事
の
ラ
ン
ク
が
Ａ
ま

た
Ｂ
で
あ
る
こ
と
―
な

た
Ｂ
で
あ
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
上
原

　
工
事
場
所
＝
上
原
町

工
期
＝
議
決
日

　
工
期
＝
議
決
日
～
　
年
３

2626

月
　
日
31予

定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
８
億
３
８
３
８
２

０
万
円

　
「
板
橋
小
学
校
子
育
て

「
板
橋
小
学
校
子
育
て
支

援
施
設
改
築

援
施
設
改
築
」

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
構
成

社
構
成
Ｊ

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
構
成

社
構
成
Ｊ

Ｖ
。
代
表
者
は
、
広
島
県

Ｖ
。
代
表
者
は
、
広
島
県
内

に
本
社
ま
た
は
支
店
を

に
本
社
ま
た
は
支
店
を
置

月
　
、　

の
両
日
に
受
け

の
両
日
に
受
け
付

3030
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け
、
け
、
８
月
１
日
に
開
札

日
に
開
札
す

る
。旧

東
城
ご
み
焼
却
施
設

　
旧
東
城
ご
み
焼
却
施
設
の

解
体
は
、
設
計
施
工
一
括

解
体
は
、
設
計
施
工
一
括
発

注
方
式
に
よ
り
、

注
方
式
に
よ
り
、
７
月
２
日

ま
で
入
札
参
加
申
請
を
受

ま
で
入
札
参
加
申
請
を
受
け

付
け
る
。
入
札
書
の
提
出

付
け
る
。
入
札
書
の
提
出
は

７
月
　
、　

の
両
日
に
受

の
両
日
に
受
け

1818

1919

付
け
、

付
け
、
同
　

日
に
開
札

日
に
開
札
す

2222

る
。各

工
事
の
主
な
参
加
資

　
各
工
事
の
主
な
参
加
資
格

な
ど
は
次
の
通
り

な
ど
は
次
の
通
り
。

　
＝
総
合
評
価
落
札
方
式

＝
総
合
評
価
落
札
方
式
＝

　
「
東
小
学
校
校
舎
棟
長

「
東
小
学
校
校
舎
棟
長
寿

命
化
改
修

命
化
改
修
」

庄
原
市

　
庄
原
市
は
　
日
、
「
東

日
、
「
東
小

1313

学
校
校
舎
棟
長
寿
命
化
改

学
校
校
舎
棟
長
寿
命
化
改
修

工
事
」
「
板
橋
小
学
校
子

工
事
」
「
板
橋
小
学
校
子
育

て
支
援
施
設
改
築
工
事
」

て
支
援
施
設
改
築
工
事
」
及

び
「
旧
東
城
ご
み
焼
却
施

び
「
旧
東
城
ご
み
焼
却
施
設

解
体
工
事
」
の
大
型
工
事

解
体
工
事
」
の
大
型
工
事
３

件
に
つ
い
て
、
条
件
付
一

件
に
つ
い
て
、
条
件
付
一
般

競
争
入
札
を
公
告
し
た
。

競
争
入
札
を
公
告
し
た
。
３

件
と
も
Ｊ
Ｖ
対
象
案
件

件
と
も
Ｊ
Ｖ
対
象
案
件
。

こ
の
う
ち
、
東
小
の
校

　
こ
の
う
ち
、
東
小
の
校
舎

棟
長
寿
命
化
改
修
と
板
橋

棟
長
寿
命
化
改
修
と
板
橋
小

の
子
育
て
支
援
施
設
改
築

の
子
育
て
支
援
施
設
改
築
の

２
件
は
、
総
合
評
価
落
札

件
は
、
総
合
評
価
落
札
方

式
を
適
用
し
、

式
を
適
用
し
、
７
月
５
日
ま

で
入
札
参
加
申
請
を
受
け

で
入
札
参
加
申
請
を
受
け
付

け
る
。
入
札
書
の
提
出
は

け
る
。
入
札
書
の
提
出
は
７

庄 原 市

大
型
3
件
の
一
般
競
争
公
告

東
小
改
修
、焼
却
施
設
解
体
な
ど

で
あ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年

４
月
１
日
以
降
に
完
成
・

日
以
降
に
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
公
共
工

渡
し
が
完
了
し
た
公
共
工
事

で
、「
廃
棄
物
焼
却
施
設
内

で
、「
廃
棄
物
焼
却
施
設
内
作

業
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ

業
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
ば
く
露
防
止
対
策
要
綱

類
ば
く
露
防
止
対
策
要
綱
」

ま
た
は
「
廃
棄
物
焼
却
施

ま
た
は
「
廃
棄
物
焼
却
施
設

内
作
業
に
お
け
る
ダ
イ
オ

内
作
業
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
ば
く
露
防
止
対
策

シ
ン
類
ば
く
露
防
止
対
策
要

綱
の
改
正
に
つ
い
て
」
に
基

綱
の
改
正
に
つ
い
て
」
に
基
づ

い
た
処
理
能
力
が

い
た
処
理
能
力
が
１
５
０

１
５
０
ｔ

／
日
以
上
の
一
般
廃
棄
物

／
日
以
上
の
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
解
体
工
事
（
新
築

理
施
設
の
解
体
工
事
（
新
築
・

解
体
一
括
発
注
を
含
む
）

解
体
一
括
発
注
を
含
む
）
の

　
参
加
資
格
は
市
建
設
工

参
加
資
格
は
市
建
設
工
事

入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿

入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に

解
体
工
事
の
等
級
格
付
け

解
体
工
事
の
等
級
格
付
け
が

Ａ
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ａ
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

単
体
企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
の

単
体
企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
の
代

表
者
は
解
体
工
事
及
び

表
者
は
解
体
工
事
及
び
と

び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

事
の
年
間
平
均
完
成
工
事

事
の
年
間
平
均
完
成
工
事
高

の
合
計
額
が
予
定
価
格
以

の
合
計
額
が
予
定
価
格
以
上

る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に
６
月
　
日
2727

ま
で
申
請
手
続
を
行
う
。

ま
で
申
請
手
続
を
行
う
。
入

札
書
は

札
書
は
７
月
　
日
か
ら

日
か
ら
　
日

1717

2424

ま
で
受
け
付
け
、

ま
で
受
け
付
け
、
７
月
　
日
2525

午
前
　
時
に
開
札
す
る

時
に
開
札
す
る
。

1010
質
問
の
受
け
付
け
先
は

　
質
問
の
受
け
付
け
先
は
契

約
課
（
電
話

約
課
（
電
話
０
８
２
３

０
８
２
３
―
２

５
―
３
３
７
６

３
３
７
６
・
３
３
３
３
７

７
）
。

呉
市

　
呉
市
は
　
日
、
事
前
審

日
、
事
前
審
査

1313

方
式
の
一
般
競
争
入
札
で

方
式
の
一
般
競
争
入
札
で
実

施
す
る
「
呉
市
旧
ご
み
処

施
す
る
「
呉
市
旧
ご
み
処
理

施
設
解
体
撤
去
工
事
」
を

施
設
解
体
撤
去
工
事
」
を
公

告
し
た
。
予
定
価
格
が

告
し
た
。
予
定
価
格
が
約
　1818

億
円
の
大
型
工
事
で
、
単

億
円
の
大
型
工
事
で
、
単
体

企
業
ま
た
は

企
業
ま
た
は
２
社
構
成
に

社
構
成
に
よ

呉 市

旧旧旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
撤
去

7
月
㮇
～
㮇
日
ま
で
入
札
書
受
付

17

24

Ｖ
。
代
表
者
、
そ
の
他
の

Ｖ
。
代
表
者
、
そ
の
他
の
構

成
員
と
も
に
建
築
工
事
の

成
員
と
も
に
建
築
工
事
の
ラ

ン
ク
が
Ａ
ま
た
Ｂ
で
あ
る

ン
ク
が
Ａ
ま
た
Ｂ
で
あ
る
こ

と
―
な

と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
板
橋

　
工
事
場
所
＝
板
橋
町

工
期
＝
議
決
日

　
工
期
＝
議
決
日
～
　
年
３

2525

月
　
日
31予

定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
８
３
８
３
９

０
万
円

　
＝
設
計
施
工
一
括
発
注

＝
設
計
施
工
一
括
発
注
方

式
＝
　
「
旧
東
城
ご
み
焼
却
施

「
旧
東
城
ご
み
焼
却
施
設

解
体
解
体
」

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
構
成

社
構
成
Ｊ

Ｖ
。
代
表
者
は
、
焼
却
施

Ｖ
。
代
表
者
は
、
焼
却
施
設

の
解
体
工
事
の
元
請
施
工

の
解
体
工
事
の
元
請
施
工
実

績
。
そ
の
他
の
構
成
員
は

績
。
そ
の
他
の
構
成
員
は
、

庄
原
市
内
に
本
社
ま
た
は

庄
原
市
内
に
本
社
ま
た
は
支

店
・
営
業
所
等
を
置
き
、

店
・
営
業
所
等
を
置
き
、
土

木
一
式
工
事
ま
た
は
建
築

木
一
式
工
事
ま
た
は
建
築
一

式
工
事
の
ラ
ン
ク
が
Ａ
で

式
工
事
の
ラ
ン
ク
が
Ａ
で
あ

る
こ
と
―
な

る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
東
城
町
久

　
工
事
場
所
＝
東
城
町
久
代

工
期
＝
議
決
日

　
工
期
＝
議
決
日
～
　
年
　

2525

1212

月
　
日
28予

定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
２
億
９
９
９
９
５

１
万
２
０
０
０

２
０
０
０
円

て
さ
ら
な
る
診
断
士
の
地

て
さ
ら
な
る
診
断
士
の
地
位

向
上
を
図
る
こ
と
へ
の
期

向
上
を
図
る
こ
と
へ
の
期
待

を
込
め
た

を
込
め
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り

　
新
役
員
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略

（
敬
称
略
）

　
【
会
長

【
会
長
】
竹
田
宣

竹
田
宣
典

　
【
副
会
長

【
副
会
長
】
岡
田
繁
之
（

岡
田
繁
之
（
橋

梁
調
査
会
）
、
江
良
和

梁
調
査
会
）
、
江
良
和
徳

　
【
理
事

【
理
事
】
徳
納
剛
（
福
徳

徳
納
剛
（
福
徳
技

研
）
、
真
鍋
孝
志
（
復
建
調

研
）
、
真
鍋
孝
志
（
復
建
調
査

設
計
）
、
峯
松
昇
司
（
井
上

設
計
）
、
峯
松
昇
司
（
井
上
建

設
）
、
佐
藤
義
宏
（
荒
谷
建

設
）
、
佐
藤
義
宏
（
荒
谷
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
【
監
事

【
監
事
】
西
村
勝
彦
（
戸

西
村
勝
彦
（
戸
田

建
設
建
設
）

　
【
特
別
顧
問

【
特
別
顧
問
】
米
倉
亜
州

米
倉
亜
州

夫
（
米
倉
社
会
イ
ン
フ
ラ

夫
（
米
倉
社
会
イ
ン
フ
ラ
技

術
研
究
所
）
、
十
河
茂

術
研
究
所
）
、
十
河
茂
幸

　
【
顧
問

【
顧
問
】
河
合
研
至
（
広

河
合
研
至
（
広
島

大
学
）
、
半
井
健
一
郎
（
同
）

大
学
）
、
半
井
健
一
郎
（
同
）
、

坂
本
英
輔
（
広
島
工
業

坂
本
英
輔
（
広
島
工
業
大

学
）
　
【
事
務
局

【
事
務
局
】
徳
納
剛
、
峯

徳
納
剛
、
峯
松

昇
司
、
森
裕
介
（
極
東

昇
司
、
森
裕
介
（
極
東
興

和
）
、
安
井
久
敬
（
福
徳

和
）
、
安
井
久
敬
（
福
徳
技

研
）

元
請
施
工
実
績
を
有
す
る

元
請
施
工
実
績
を
有
す
る
こ

と
（
共
同
施
工
方
式
共
同

と
（
共
同
施
工
方
式
共
同
企

業
体
の
構
成
員
と
し
て
の

業
体
の
構
成
員
と
し
て
の
施

工
実
績
は
出
資
比
率

工
実
績
は
出
資
比
率
が
　
％
2020

以
上
の
場
合
に
限
る
。
分

以
上
の
場
合
に
限
る
。
分
担

施
工
方
式
共
同
企
業
体
と

施
工
方
式
共
同
企
業
体
と
し

て
の
施
工
実
績
は
担
当
工

て
の
施
工
実
績
は
担
当
工
事

に
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

に
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

解
体
を
含
む
こ
と
）
。
Ｊ
Ｖ

解
体
を
含
む
こ
と
）
。
Ｊ
Ｖ
の

構
成
員
は

構
成
員
は
２
社
の
う
ち

社
の
う
ち
１
社

は
市
内
業
者
ま
た
は
準
市

は
市
内
業
者
ま
た
は
準
市
内

業
者
で
あ
る
こ
と
―
な

業
者
で
あ
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
広
多
賀
谷

　
工
事
場
所
＝
広
多
賀
谷
３

―
８
―
６

工
事
概
要
＝
解
体
撤
去

　
工
事
概
要
＝
解
体
撤
去
一

式
、
旧
焼
却
施
設
解
体
撤
去

式
、
旧
焼
却
施
設
解
体
撤
去
、

施
設
規
模

施
設
規
模
３
０
０

３
０
０
ｔ
／
日

ｔ
／
日
、

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
階
建
９
５
９
５
７

３
・
　

釈
、
旧
破
砕
処
理

、
旧
破
砕
処
理
施

6565

設
解
体
撤
去
、
施
設
規

設
解
体
撤
去
、
施
設
規
模
　5050

ｔ
／
ｔ
／
５
ｈ
、
Ｒ
Ｃ
造

ｈ
、
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

１
５
５
１

１
５
５
１
・
　

釈
、
外
構
そ

、
外
構
そ

8282

の
他
解
体
撤

の
他
解
体
撤
去

工
期

　
工
期
＝
　
年
　
月
　
日

2626

1010

2929

予
定
価
格

　
予
定
価
格
＝
　
億
６
８
１

６
８
１

1717

５
万
円

　
（
こ
の
ほ
か
公
告
案
件

（
こ
の
ほ
か
公
告
案
件
は

入
札
情
報
「
呉
市
契
約
課

入
札
情
報
「
呉
市
契
約
課
一

般
競
争
入
札
」
欄
に
掲
載

般
競
争
入
札
」
欄
に
掲
載
）
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